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都市の機能 

住む 

働く 
学ぶ 

憩う 
癒す 

交通 

守る 

Great Wall, China Ait Benhaddou, Morocco 



交通とは 

• 交通(transportation)・・・人の意思による人および物の
空間的(場所的）移動 

 

• 通信(communication)・・・情報の移動 

 

• 派生需要としての交通・・・目的地での活動（生産，消
費，余暇など）のための移動． 

 

• 本源的需要・・・移動自体が交通の目的（ex.ドライブ） 

 



交通問題 

• 混雑： 道路混雑，（鉄道・バス）車内混雑 

 

• 安全： 交通事故，災害時の避難・帰宅・ロジスティクス 

 

• 環境： 沿道環境，地球環境 

Marrakish, Morocco Luzern, CH DC, USA 



道路渋滞 

首都高速の渋滞状況 
 
2012年03月28日 
17時40分時点  

http://www.jartic.or.jp/ 日本道路交通情報センター 

渋滞 赤    ：速度20km/h以下 
混雑 オレンジ：速度20～40km/h 



プローブによる走行軌跡図と感知器データ 

2013/09/09 
突発事象 

プローブ 

車両感知器 
（トラカン） 

首都高速道路3号渋谷線下り（谷町JCT～用賀IC 11.77km） 

 

 



鉄道混雑 

混雑率＝輸送人員／輸送力×100％ 

180％： 折りたたむなど無理をすれば新聞は読
める。 

 

200％： 体が触れ合い相当圧迫感があるが、
週刊誌程度なら何とか読める。 

 

250％： 電車が揺れるたびに体が斜めになって
身動きがとれず、手も動かせない。 

輸送力 

輸送人員 

混雑率 

http://www.mlit.go.jp/tetudo/ 国土交通省・鉄道局 

JR京浜東北線  上野→御徒町 209％  

東急田園都市線 池尻大橋→渋谷 198％ 

年次 



交通事故 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

S42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 H1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25

※１）平成26年死傷者数は暫定値（平成27年1月5日警察庁公表資料「平成26年中の交通事故死者数について」より） 

※２）昭和46年以前は、沖縄県を含まない データ出典：警察庁公表資料 

■交通事故死者数はピークの約４分の１まで減少 

1,191,041人 
(平成16年) 
過去最多 

16,765人 
(昭和45年) 
過去最多 

785,867人 
(平成25年) 

死者数 

死傷者数 

11,452人 
(平成4年) 

死
傷
者
数
（千
人
） 

死
者
数
（千
人
） 

4,373人 
(平成25年) 

4,113人 
(平成26年) 

714,102人※１ 

(平成26年) 

26 

年間負傷確率＝71万人／1億2000万人＝0.006 
64年間事故で負傷しない確率=(1 - 0.006)64 = 0.680 



交通事故の現状 ～国際比較～＿国土交通省・道路局資料より 

○ 人口あたり死者数は４０年間で５分の１に減少したが、未だ死者数は年間４千人を越えている 
○ 死者数の内訳を見ると、日本は歩行中・自転車乗車中の割合が高い 

■人口10万人あたりの交通事故死者数(2011) 

IRTAD (International Road Traffic and Accident Database)資料（人口５００万人以下の国を除く） 

国名に年数（西暦）の括弧書きがある場合を除き、2011年の数値 

数値は全て30日死者（事故発生から30日以内に亡くなった人）のデータを基に算出されている。     

■人口10万人あたりの交通事故死者数の状態別内訳(2011) 
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2013 4,373人

1970 16,765人



災害時交通現象 
平常時交通現象との相違点 

• 平常時には見られない交通が発生（eg. 避難，安否確認・・・）
すること． 

• 交通システムの機能低下により，個人の行動の自由度が大き
く損なわれること． 

• 情報の不確実性が極めて高くなること． 
 

• 災害の種類，被害の大きさ，時間の経過（事前，発災直後，復
興期）によって発生する交通が大きく異なること． 

• 繰り返しのない，非定常な現象． 
 

2011.3.11 帰宅困難者 首都圏515万人 
（内閣府推計） 

平常時の事象に比較して，解析も難しく，計画はさらに難しい 



沿道環境 

• 大気質： NOx, SPM 

• 騒音 

• 振動 

• その他： 低周波振動，日照

障害，水質汚濁，生物生態系
への影響，景観，地域コミュニ
ティ分断 

 

http://tenbou.nies.go.jp/gis/monitor/?map_mode=monitoring_map&field=8 

自動車騒音の常時観測結果 
2013年度昼間 
国立環境研究所_環境展望台 

Titech 



地球環境＿部門別CO2排出量の推移 

運輸部門は，全体の20％弱． 
そのうち，乗用車48.2％，貨物車35.5％， 
        内航海運5.0％，航空4.4％，鉄道3.3％，バス・タクシー3.5% 

2013年度はトータル13億9500万トン．2005年度比1.3％増，1990年度比10.6％増． 

温室効果ガスインベントリオフィス http://www-gio.nies.go.jp/aboutghg/nir/nir-j.html 



日本の温暖化ガス削減目標の推移 
日本経済新聞_2015年4月9日朝刊 

目標年 基準年 削減目標 実績 

京都議定書 
1997年_発効 

2008 
- 2012 

1990 6% 達成 

国連気候変動サミッ
ト, 2009年_表明 

2020 1990 25% 3.11で 
見直し 

自主目標 
2013年_表明 

2020 2005 3.8% 

G7サミット 
2015年_表明 

2030 2013 26% 



交通の構成要素：需要サイド 

• 意思決定主体： 個人，集団（世帯，企業など） 
 

例) 個人の買い物交通： いつ，どこへ，どのような交通手段
で，どのような経路で 

 

• 移動主体： 人，物 

 



交通の構成要素：供給サイド 

• 交通具：自動車，鉄道，航空機，船舶など 

 

• 交通路：交通具を移動・収容する空間．交通
ネットワーク（ノードとリンク）． 

 

• 運用システム：制御，維持，管理のためのソ
フト．信号システム，料金システムなど． 

 



交通計画(Transportation Planning) 

• 計画とは・・・望ましい特定の状態，方向に向かって意
識的に対象に働きかける人間の行為． 

• 交通計画・・・交通を対象とした計画行為． 
 

• 計画の前提 
（１）計画主体の存在 
（２）計画の目標，方向性の認識 
（３）計画主体が計画対象に働きかけうる可能性の存在 
（４）計画の必要性の認識 
（５）計画の実施可能性（時間，資源，マンパワー･･･） 

計画目標：安全・円滑で環境に負荷の少ない交通システムの形成 

*) Transport, in UK 



交通計画変数(Design Variables) 

• 供給サイドの条件 

（１）交通具の整備･改良 

（２）交通路の整備･改良：交通施設計画 

（３）システム改良：交通システムマネジメント 

         （Transport System Management, TSM） 

 

• 需要サイドの条件：需要の時間・空間分布の変更 

                                           移動の意思決定主体の行動変容 

       交通需要マネジメント（Travel Demand Management, TDM） 

       モビリティマネジメント (Mobility Management, MM)  



整備計画，TSM，TDM 

①施設整備，交通機関改良 
（ex.新しい道路の建設） 

②システム運用 
（ex.信号の改良） 

③需要マネジメント 
（ex.フレックスタイム） 



交通計画のトレンド 

供給側 
(管理者) 

需要側 
(利用者) 

ハード（作る） 

ソフト（使う） 

道路整備計画 
（中長期） 

交通システム 
マネジメント（TSM） 

交通需要 
マネジメント（TDM） 



安全と共生から見た交通計画 
~交通計画の目標~ 

安全 

共生 

自然 社会 

事故のない安全な 
交通システム 

災害時にも機能する交
通システム     

自然環境への負荷 
が小さい交通システム     

生活環境に負荷が少なく， 
コミュニティ形成に 
役立つ交通システム 



ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀを活用して、交通工学の新体系を確立 

機能分化で車は高速道路へ 

（３）交通事故 

（４）活力低下 

（１）時間損失 

拠点間を結ぶﾈｯﾄﾜｰｸの構築 

克服すべき課題 課題に対応する主な取組 

主要施設と高速道路を極力直結 

賢
く
使
う 

生活道路の通過交通排除と速度抑制  

実容量の不揃いをなくす（科学的なﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ対策）  

本線料金所を極力なくす 

“ETC  2.0” で賢く使うﾕｰｻﾞｰの優遇と料金所革新 

通行止め・車線規制時間を最短化  

交通需要ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄでﾈｯﾄﾜｰｸを最適利用 

＜サプライ・サイド＞ 

＜ディマンド・サイド＞ 

ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀを活用して、潜在的な危険箇所を改善 

無料の高速道路でも、休憩ｻｰﾋﾞｽを提供 

賢
く
容
量
確
保 
賢
く
事
故
削
減 

（２） 時間信頼度 

 

円滑 

エネルギー効率 

 

安全・安心 

地域活力 

国際競争力 

目指すべき方向 

環境・快適 

予定通りの時間に到達させる 

目指すべき方向・克服すべき課題と「賢く使う」取組 by 国土交通省・道路局 



交通計画の分類 

• 空間スケール 

   国際ＴＰ：国際交通網 

   全国ＴＰ：高速交通鉄道，高規格道路，空港 

   地域・都市ＴＰ：都市圏～都市レベル 

   地区ＴＰ：中心業務地区，住宅地区・・・ 

 

• 計画形成プロセス：基本構想，基本計画，整備計画，実施計
画，管理計画 

 

• 移動対象：旅客ＴＰ，貨物ＴＰ 

• 交通手段：道路ＴＰ，鉄道ＴＰ，・・・・ 

 

 



交通システム計画を支える技術と諸科学 

（道路）交通工学 
Traffic Engineering 

1930’s ～ 

（総合）交通工学 
Transportation* 

Engineering 
1970’s ～ 

道路工学 鉄道工学 

土木工学 

自動車工学 車両工学 

機械工学 

情報工学・制御工学・経営工学等 

工学技術(Technology) 

社会科学の視点 (交通)経済学，法学，社会学，(交通)心理学, ….. 



都市圏総合交通計画 
Comprehensive Urban Transportation Planning 

• 都市内のすべての交通手段が対象． 
     （道路計画＋公共交通計画） 
• 都市計画や土地利用計画との整合性． 
     （交通計画＋都市計画/土地利用計画） 
 
• 1967年～ パーソントリップ調査（人の動き） 
• 1971年～ 物資流動調査（物の） 

 
• 交通需要予測手法の開発と定着 

参考. パーソントリップ調査からみた東京都市圏の都市交通に関する課題と対応の方向性 
http://www.tokyo-pt.jp/data/120201.htm 



都市計画 

総合都市交通計画 

運営計画 
（ソフト） 

施設計画 
（ハード） 

個別施設計画 
（駅前・駐車場） 

基幹施設計画 
（ネットワーク） 

パーソントリップ調査 

旅客輸送計画 

運営計画 
（ソフト） 

施設計画 
（ハード） 

個別施設計画 
（流通センター） 

基幹施設計画 
（ネットワーク） 

物資流動調査 

貨物輸送計画 

総合都市交通計画の概念図 


